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被
用
者
保
険
の
破
秩
善
書
で

あ
っ
た
方
の
特
別
措
置
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
直
前

に
被
用
者
保
険
（
健
康
保
険
組
合
や
共
済
組
合
）

の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方
に
つ
い
て
は
、
制

度
加
入
か
ら
2
年
間
、
保
険
料
を
「
被
保
険
者

均
等
割
の
半
額
」
に
軽
減
し
ま
す
が
、
平
成
2
0

年
度
に
お
い
て
は
、
次
の
特
別
措
置
が
講
じ

ら
れ
ま
す
。

◆
平
成
2
0
年
4
月
か
ら
9
月
ま
で
は
、
保
険

料
は
徴
収
さ
れ
ま
せ
ん
。

◆
平
成
2
0
年
1
0
月
か
ら
平
成
2
1
年
3
月
ま
で

は
、
保
険
料
を
9
割
軽
減
し
ま
す
。

こ
の
特
別
措
置
に
伴
い
、
平
成
2
0
年
度
の

保
険
料
徴
収
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の

よ
う
な
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
。

●
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方

原
則
、
1
0
月
か
ら
の
特
別
徴
収
と
な
り
ま
す
。

●
被
用
者
保
険
の
本
人
で
あ
っ
た
方

原
則
、
普
通
徴
収
（
7
月
・
8
月
・
9
月
）

と
特
別
徴
収
（
1
0
月
・
1
2
月
・
2
月
）
の
併
用
に

な
り
ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
た
方

原
則
、
4
月
か
ら
の
特
別
徴
収
と
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
平
成
1
9
年
8
月
以
降
老
人
保

健
の
受
給
者
と
な
っ
た
方
は
、
普
通
徴
収
（
7

月
・
8
月
・
9
月
）
と
特
別
徴
収
（
1
0
月
・
1
2

月
・
2
月
）
の
併
用
に
な
り
ま
す
。

●
平
成
2
0
年
1
月
以
降
に
加
入
さ
れ
て
い
た

保
険
を
変
更
し
た
場
合
な
ど
は
、
こ
の
と
お

り
と
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

議
繚
欝
薗
轢
艶
麗
翰
凝
霞
め
繕
謙
遜

撥
転
緑
議
灘
議
縫
竃
麗
翰
遊
離
鰻
重
か
ぞ

懸
名
籍
懸
餓
努
が
凝
議
海
運
で
謬
懸
縫
襲

纏
澄
轢
清
膿
、
撥
緑
綬
番
灘
藍
議
鰯
愛
綴
議

讃
鞍
慾
港
へ
線
素
し
、
謬
澱
ぼ
潔
し
騒
擾
澱

欝
鬱
紐
鑑
典
甥
綴
軽
費
縫
番
患
翻
寮
邁
秘
嶽

菟
姥
欝
灘
波
馨
慧
袋
縫
い
渡
瀬
か
首
い
慈
母
敏

浮
戯
綴
隼
は
港
沖
逢
轡
嫁
繊
撥
薮
盛
営

繕
∵
撃
嬢
饗
等
蛋
館
が
違
擬
態
欝
の
負
趨
融

合
絵
遊
説
療
馬
若
覿
氾
蒐
醸
す
ザ
鼻
忠
を
蜜
親

電
陣
譲
れ
濃
が
、
螢
潔
嫌
麓
邁
離
籍
腕
軽
暖

翻
す
慈
龍
嬢
、
鬱
の
蘭
鋳
鱈
豊
治
聾
媛
離
縁

薬
局
が
軽
率
感
激
等
慧
灘
慈
電
鋳
1
拳
闘
、

懇
填
負
灘
慈
覚
翻
指
緩
着
讃
く
ま
豊
豊
穣
海

溝
し
粍
館
　
外
離
艦
g
離
籍
鰻
馨
撰
い
雷
河
馬

発
麟
灘
蟻
が
寮
駿
が
親
藩
菅
や

藤
懸
磁
撥
闘
罷
犠
醸
嬢
瞭
鰐
雛
朱
鷺
勅
て

い
憑
鴻
着
翻
総
統
努
は
纏
、
欝
霜
聯
窟
鋏
後

繕
鱗
し
い
藤
懸
欝
総
藷
騒
馨
撥
慈
し
渡
し
癒
。

醸
擬
績
欒
藤
懸
繚
験
常
会
襲
翁
繚
穣
猿

験
も
蕊
騒
襲
騒
梁
瀬
鰻
谷
繚
鑑
へ
灘
久
慈
薙

濃
緑
慈
孫
稽
議
醸
黛
織
審
議
鯵
轍
特
級
蛤
は

需
邁
瀦
転
業
鰹
、
撥
採
駿
議
議
索
欒
循
し
常

陸
凝
畿
繁
藤
擬
革
撥
灘
、
態
懸
繰
繰
越
金
漆

欝
へ
憲
藤
懸
く
蜜
慈
い
穆

擬
態
鶉

藩
麗
姿
潜
藤
∵
銭
金
÷
隠
顕
続
落


